
第６学年 学級活動（１）指導案 
平成３０年１０月３０日（火）  第５校時     

     
 

１ 議題 「『卒業プロジェクト』を計画しよう」 

学級活動（１） ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決 

 

２ 児童の実態と議題選定の理由 

   

 

  最後の運動会や学芸発表会、修学旅行が終わり、残る行事も残りわずかとなった。卒業に向けての意識も

少しずつ高まってくる時期である。本学級は年度初めに「得意なこと発表会」を行って友達のよいところを

知り、「１年生と遊ぶ会」で他学年の児童との交流も行った。児童は自分達が力を合わせればできることの

視野が広がりつつあると感じているようである。児童からは「卒業に向けて」の議題案がいくつか出ていた

ので、本議題では計画委員の児童を中心に、卒業に向けての活動を盛り込んだ「卒業プロジェクト」と称し

た計画を立てることとした。長期的に行うことで、卒業という一つの大きな節目に向けて全員で協力するこ

とができる。児童の意見をあらかじめ掲示しておくことで児童に考える時間をもたせ、自信をもって発言で

きるようにしたい。また、話合いや活動では結果よりも過程に意識を向けさせ、一人一人の思いを認め合い、

自信をもっていきいきと活動できる児童の育成を目指したい。 

 

３ 研究主題との関連 

「小中一貫教育を通して、豊かな情操と主体的に学ぶ力を育み、自己肯定感の高揚を目指す教育の実践」 

             ～夢に向かって輝く千間台の子どもたちを目指して～ 

 【千間台中ブロック】進路指導･キャリア教育で身につける力 

 人間関係形成 

社会形成能力 

（つながる力） 

自己理解 

自己管理能力 

（自分と向き合う力） 

課題対応能力 

（先を見通す力） 

キャリアプランニング能力 

（自分をつくる力） 

小学校 

高学年 

①友達や家の人の意見を

聞く時、その人の考え

や気持ちを受け止めら

れる児童 

②相手が理解しやすいよ

うに工夫しながら、自

分の考えや気持ちを伝

えることができる児童 

③自分から役割や仕事を

見つけたり、分担した

りしながら周囲と力を

合わせて行動できる児

童 

①自分の興味や関心、長

所や短所などについ

て、把握しようとでき

る児童 

②気持ちが沈んでいると

きや、あまりやる気が

起きない物事に対する

ときでもやるべきこと

に取り組める児童 

③ 不 得 意 な 事 や 苦   

手な事でも、前向きに

取り組もうとすること

ができる児童 

①分からないことや知りた

いことがあるとき、自分か

ら進んで情報を収集した

り、誰かに質問したりでき

る児童 

②何か問題が起きたとき、次

に同じような問題が起こ

らないようにするために、

何をすればよいか考えら

れる児童 

③何かをするとき、見通しを

もって計画的に進めたり、

そのやり方などについて

改善を図ったりすること

ができる児童 

①学ぶことや働くことの

意義を考えたり、今学

校で学んでいることと

将来のつながりを考え

たりできる児童 

②自分の将来について具

体的な目標をたて、そ

の実現のための方法に

ついて考えられる児童 

③自分の将来の夢に向か

って努力したり、生活

や勉強の仕方を工夫し

たりできる児童 

 

研究主題の具現化を図るために、キャリア教育の視点をもとに仮説「発達段階に応じた身につけさせたい

力を明確にし、各教科、領域において系統性のある教育活動を進めることで、児童の資質向上とキャリア発

達を促すことができる。」を設定した。本議題では特に「人間関係形成・社会形成能力」の②「相手が理解

しやすいように工夫しながら、自分の考えや気持ちを伝えることができる児童」と「課題対応能力」の③「何

かをするとき、見通しをもって計画的に進めたり、そのやり方などについて改善を図ったりすることができ

る児童」の育成を目指し、事前の活動や学級会を通して指導を行っていく。 

本時では、次のように取り組む。 

  

児童の実態については、研究協議会当日に配付する指導案に掲載します 



 （１）自信をもって考えを伝えられるよう学級会ノートを使って事前に意見を出させ、教師の励ましの言葉

を記入しておく。 

 （２）10 月以降の行事が分かるように掲示物を作成したり、過去の６年生の様子を伝えたりしてイメージ

をもたせ、卒業までの見通しがもてるような環境づくりをする。 

 

４ 他教科との関連 

人間関係形成 

社会形成能力 

（つながる力） 

自己理解 

自己管理能力 

（自分と向き合う力） 

課題対応能力 

（先を見通す力） 

キャリアプランニング能力 

（自分をつくる力） 

学活「話合い活動」（年間） 

クラブ・委員会活動（年間） 

国語「つないで、つないで、一
つのお話」（４月） 

国語「学級討論会をしよう」（６
月） 

道徳「ブランコ乗りとピエロ」
（１２月） 

道徳「ラグビーの日本代表のか
がやき」（２月） 

各種学校行事（年間） 

道徳「自分は自分」（４月） 

国語「伝えにくいことを伝え
る」（５月） 

道徳「会話のゆくえ」（１１
月） 

保健「病気の予防」（１１月） 
国語「カレーライス」（４月） 

各種学校行事（年間） 

たてわり活動（年間） 

学活「話合い活動」 

国語「学級討論会をしよう」
（６月） 

修学旅行（１０月） 

保健「病気の予防」（１１月） 
体育「サッカー」（１１月） 

体育「バスケットボール」（１
月） 

当番・係活動（年間） 

キッズランド集会（１０月） 

総合「人のため自分のため」
（１2 月） 

道徳「市民に愛される動物園
を目指して」（１２月） 

国語「中学校へつなげよう」
（３月） 

学活「もうすぐ中学生」（３
月） 

５ 評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

卒業に向けた活動について関心を

もち、他の児童と協力して自主的

に集団活動に取り組もうとしてい

る。 

卒業を見通してよりよい思い出を

つくったり、絆を深めたりするた

めに話し合い、自己の役割や責任、

集団としてのよりよい方法などに

ついて考え、判断し、支え合って

実践している。 

みんなで楽しく豊かな学級生活を

つくることの意義や、学級集団と

しての意見をまとめる話合い活動

の計画的な進め方などについて理

解している。 

 

６ 事前の活動  

日時 活動の主体 内容 ・指導上の留意点  〇目指す児童の姿と評価方法 

10 月 23 日 

（火） 

昼休み 

計画委員 

 

・提案カードをもと

に、議題を選定す

る。 

・各提案の扱いを明らかにし、

提案者に伝えられるように

する。 

・今の学級の実態に合った議

題かどうか考えさせる。 

 

【関心・意欲・態度】 

〇よりよい学級づくりを

するために、提案した

り進んで議題を選ぼう

としたりしている。 

 〈提案カード・観察〉 

【知識・理解】 

〇話合い活動の計画的な

進め方などについて理

解している。 

 〈活動計画・学級会ノ

ート・観察〉 

【思考・判断・実践】 

〇提案理由や条件に合っ

た意見や考えを学級会

ノートに書いている。 

 〈学級会ノート・観察〉 

10 月 23 日 

（火） 

帰りの会 

全員 ・議題を決定する。 

 

・今の学級の実態に合った議

題かどうかを考えさせ、全

員で議題を決定する。 

10 月 24 日 

（水） 

業間休み 

昼休み 

計画委員 ・提案理由や話し合う

内容を練り上げる。 

・役割を分担する。 

・活動計画と学級会ノ

ートをつくる。 

・皆が納得できる提案理由に

なるよう提案者に指導助言

を行う。 

・学級活動の時間内に話合い

が終わるように絞り込みを

行わせる。 

・役割を確認させ、自信をも

って仕事ができるようにす 

る。 

・提案理由に沿っためあてが

考えられるよう助言する。 



10 月 25 日 

（木） 

帰りの会 

全員 ・学級会ノートに自分

の案を書く。 

・提案理由等を説明させ、共

通理解を図る。 

・提案理由や条件に合った意

見をもつことができるよう

に助言する。 

 

10 月 26 日 

（金） 

昼休み 

計画委員 ・全員の学級会ノート

に目を通し、案をあ

らかじめまとめて

おく。 

・事前にどのような案が出て

いるのか把握させ、話合い

の見通しがもてるようにす

る。 

・出てきた案を学級、学校、

その他に分類・整理し分か

りやすく伝えることができ

るよう助言する。 

 

 

10 月 27 日 

（土） 

土曜参観 

朝の会 

全員 ・学級会ノートを受け

取る。 

・学級会ノートに励ましの言

葉等を記入し、自分の案に

自信をもたせ、話合いの意

欲を高める。 

 

７ 本時の展開 

（１）本時のねらい 

自分の考えと友達の考えを比較しながら、めあてや提案理由を意識して、よりよい思い出をつくれたり絆

を深められたりするような取組を考えることができるようにする。 

 

（２）教師の指導計画 

第１１回学級活動 活動計画 平成 30 年 10 月 30 日（火）第５時間目 

議題 『６－４卒業プロジェクト』を計画しよう 

提案理由  運動会や修学旅行、学芸発表会や学級会を通して、少しずつ団結してきています。しか

し、みんなで協力できる行事もあと少ししかありません。そこで、『卒業プロジェクト』

を計画して今卒業に向けてみんなでできることを探して行えば、思い出もできるし、絆も

深まると思います。６年間お世話になった学校や家族にも感謝の気持ちが伝わるプロジェ

クトにしたら、「自分もよくてみんなもよい」プロジェクトになると思い、提案しました。 

話合いのめあて ・卒業にむけてみんなの思い出がつくれるものや絆が深まるものを進んで発表しよう。 

決まっていること ・クラス、学校、その他の中から一つずつ選ぶ 

・月に１つまでで行う 

話合いの順序 指導上の留意点 〇目指す児童の姿と評価方法 

☆キャリア教育で身に付ける力 

１ 始めの言葉 

 

 

２ 計画委員の紹介 

 

 

３ 議題の確認 

 

 

・明るい雰囲気で話し合えるように、元気よく

始められるよう助言する。 

 

・自信をもって堂々と発言できるように助言す

る。 

 

・提案者の思いや願いを理解させ、話合いの中

心となるよう事前に指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 提案理由の確認 

 

 

５ めあてや決まっている

ことの確認 

 

 

 

 

６ 先生の話 

 

 

７ 話合い 

 

 ①どんな事をするか 

  （クラス・学校・その

他） 

 

②いつやるか 

  （クラス・学校・その

他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 決まったことの発表 

 

９ 話合いの振り返り 

 

 

 

10 先生の話 

 

 

 

 

 

 

11 終わりの言葉 

・決まっていることは、理由をつけて発表でき

るように助言する。 

 

・「３ 議題の確認」から「めあてや決まって

いることの確認」までで質問がないか確認さ

せる。 

・提案理由の中のキーワードを押さえ、話合い

の指針となるように意識付けを行う。 

 

・提案理由に沿った話合いとなるように、計画

委員全体に助言する。 

 

・話合いの時間を確保するため、あらかじめ意

見を出し合わせておき、すぐに「比べ合い」

から始められるようにする。 

・提案理由を意識した意見や、建設的な意見が

でたら称賛する。 

・話合いの方向が逸れたとき、自治的活動の範

疇を超えそうなときは必要に応じて助言す

る。 

・少数意見であっても発言の機会を与え、一人

一人の思いや願いも大切にして決められる

よう助言する。 

・自信をもって堂々と発表できるよう、あらか

じめ助言しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

・よかった点や課題について自己評価するとと

もに、友達のよかった点についても記入させ

る。 

 

・提案理由を意識した発言、学級全体を考えた

建設的な意見、意欲的に参加していた児童を

称賛するとともに、今後の課題を伝える。 

・計画委員へ労いの言葉を掛けるとともに、実

践への見通しをもたせ、事後の活動への意欲

が高まるように言葉がけをする。 

 

・気持ちよく終わることができるように元気よ

く話せるようあらかじめ助言しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・実践】 

〇提案理由を踏まえて、活

動の目的に合った内容や

活動時期について考えて

発言している。 

 ☆課題対応能力③ 

〈観察・学級会ノート〉 

  

 

【知識・理解】 

〇話合いの進め方や約束を

理解している。 

 〈観察・活動計画〉 

 

〇自分の考えが伝わるよう  

 に工夫し、進んで発言し

ている。 

 ☆人間関係形成・社会形成能力② 

 

 

 

 



８ 事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価方法 

10 月 31

日 

（水） 

 

・決まったことを学級会コ

ーナーに掲示する。 

 

〇学級会で決まったことの要点  

をまとめて書けるよう計画委員

に助言する。 

【関心・意欲・態度】 

・他の児童と協力して自主

的に準備や活動に取り組

もうとしている。 

 〈観察〉 

【思考・判断・実践】 

・活動の目的を考え、友達

と協力し責任をもって準

備したり参加したりして

いる。 

 〈観察・学級会ノート〉 

  

11 月 

以降 

・クラスでの活動について

話し合う。 

・学校への活動について話

し合う。 

・その他の活動について話

し合う。 

 

〇決めた時期の中で、適切な日時

を指定し、それに合わせて話合

いを行う。 

〇一連のプロジェクトに系統性を

もって取り組めるようキーワー

ドを提案理由に入れ、話合いの

指針とする。 

・それぞれの活動を行 

う。 

 

〇自分の役割を自覚し、提案理由

に沿って楽しく活動できるよう

にする。 

・それぞれの活動終了後、

振り返りを学級会ノー

トに記入する。 

〇自分の態度を振り返り、今後の

過ごし方に生かせるようにする

とともに、友達のよいところに

ついても認め、次回の活動への

意欲につなげる。 

 


